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「交通安全計画」における目標の達成状況について 

 

[事故統計関係資料提供 栃木県警察本部] 

 

１ 評価基準について 

 評価の基準について，下記のとおりとする。 

 ９０％以上 ◎：達成している 

目標に対する達成率が ７０％～９０％未満 ○：概ね達成している 

 ７０％未満 △：達成していない 

 

２ 計画の指標の達成状況について 

指標名 
現状値 

(平成２７年) 
平成２９年 

平成３０年 
（対前年比）

目標値 
(平成３２年) 

達成率 
評価 

交通事故死者数 １４人 ８人 
１２人 

(４人) 
１０人以下 

８３．０％ 
○ 

交通事故負傷者数 ２，４６７人 １，８５７人
１，８２８人

(▲２９人) 

１，９００人

以下 
１０３．９％

◎ 

交通事故発生件数 ２，０２８件 １，５４８件
１，４９７件

(▲５１件) 

１，６００件

以下 
１０６．９％

◎ 

 
 【参考① 宇都宮市の交通事故の推移】 

 
ア 死者数    12人，過去最多83人（S45）の約7分の1 

イ 負傷者数 1,828人（過去最小値），過去最多6,236人（H15）の約3分の1 

ウ 発生件数 1,497件（過去最小値），過去最多4,887件（H15）の約3分の1 
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【参考② 世代別交通事故発生状況】 

第1当事者の世代別の割合では，高齢者（６５歳以上）の占める割合が増加傾向となって

いる。 

 

 ※ 第１当事者・・・ 交通事故に関係した者のうち，過失が最も重い者をいい，過失同等

の場合は被害がより軽い者をいう。 
 
（参考） 
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３ 「横断的かつ重点的に取り組む視点」の成果指標の達成状況について 

 (1) 高齢者の安全確保に係る成果指標  

指標名 
現状値 

(平成２７年)
平成２９年 平成３０年

目標値 

(平成３２年) 

達成率 
評価 

高齢者 10 万人あたりの 
高齢者が関係する 
交通事故発生件数 

５１９件 ３８８件 ３８５件 ４３０件以下 
１１１．７％

◎ 

 
 【参考① 高齢者の交通事故発生件数の推移】 

交通事故発生件数は，総じて減少傾向にあるが，高齢化率の上昇とともに，事故全体に

占める高齢者の割合は増加している。 
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 【参考② 高齢者の交通事故の状態別当事者数と人口の推移】 

人口は増加しているが，当事者数は総じて減少傾向にある。状態別では，四輪乗車中が

約６割，自転車乗車中が約２割を占めている。当事者数では四輪乗車中は減少傾向である

が，自転車乗車中は前年と比べ増加となった。 
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 【参考③ 高齢運転者（第１当事者）による交通事故発生件数】 

高齢者による原付以上運転者の交通事故は，６５歳から７４歳までは減少傾向にあるが，

７５歳以上は平成２３年以降，横ばい傾向にある。 
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【参考④ 宇都宮市の運転免許申請取消（自主返納）状況】 

   ７５歳未満の運転免許自主返納件数は減少したが，７５歳以上は増加傾向にある。 

 

  

37 61 68 72 39 

298 
427 475 467 

310 

367 

468 

584 

914 

1,000 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

64歳以下 65～74歳 75歳以上

1,349 

702 

956 

1,127

1,453

（件） 宇都宮市の運転免許申請取消（自主返納）状況 



7 
 

(2) 自転車利用者の安全確保に係る成果指標  

指標名 
現状値 

(平成２７年)
平成２９年 平成３０年

目標値 
(平成３２年) 

達成率 
評価 

自転車が関係する 
交通事故発生件数 

４２９件 ３４２件 ４０９件 ３２０件以下 
７８．２％

○ 

 
 【参考① 自転車の交通事故発生件数の推移】 

自転車の交通事故発生件数は，減少傾向であったが，平成３０年は増加した。また，平

成３０年の事故全体に占める割合は，３割弱まで上昇している。 
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 【参考② 自転車の交通事故の事故全体に占める割合の推移（国・県との比較）】 

交通事故全体に占める割合は，国・県の割合に比べてやや高い。また，国・県・市とも

に，平成３０年の割合は増加した。 

 

【参考③ 自転車の交通事故の世代別当事者数の推移】 

自転車の交通事故当事者は，１０年前と比較し全ての年代で減少傾向にある。特に，小

学生，中学生の順で減少率が大きい。また，中学生と高齢者の当事者数が前年と比較して

増加した。 

 
※ H21からH30の世代別当事者数の減少率 
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 【参考④ 平成３０年の世代別人口1万人あたりの自転車事故当事者数】 

自転車の交通事故当事者は，全ての世代で１０年前と比較し大きく減少しているものの，

世代別人口１万人あたりの自転車事故当事者数を比較すると，計画策定時と変わらず，依

然，高校生が突出して多く，次いで中学生となっている。 

 

【参考⑤ 中学・高校生の学年別自転車事故当事者数（平成２６年～平成３０年の合計）】 

中学では中学１年生，高校では高校１年生の当事者数が多く，特に高校１年生は全体の

３割半ばを占めている。 

  
※ 第２当事者・・・ 交通事故に関係した者のうち，過失が２番目に重い者をいい，過失同

等の場合は被害がより重い者をいう。 
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【参考⑥ 自転車と歩行者の交通事故発生件数の推移】 

自転車と歩行者の交通事故発生件数は，前年と同数になっている。 

 
 
【参考⑦ 自転車事故当事者における法令違反の有無】 

自転車事故当事者のうち，法令違反があった者の割合は増加傾向にある。 

※ 主な法令違反ありの内訳は，「ハンドル操作等不適」，「安全不確認」，「動静不注視」

など。 
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 (3) 子どもや高校生の安全確保に係る成果指標  

指標名 
現状値 

(平成２７年)
平成２９年 平成３０年

目標値 
(平成３２年) 

達成率 
評価 

子どもが関係する 
交通事故発生件数 

１３９件 ７７件 ８４件 １００件以下 
１１９．０％

◎ 
高校生が関係する 
交通事故発生件数 

９９件 ９２件 ９１件 ６０件以下 
６５．９％ 

△ 

 

 【参考① 子どもの交通事故発生件数の推移】 

子どもの交通事故発生件数は，総じて減少傾向にある。平成３０年の事故全体に占める

割合は前年と比較し増加した。 

 
 【参考② 高校生の交通事故発生件数の推移】 

高校生の交通事故発生件数は，横ばい状態である。平成３０年の事故全体に占める割合

は，前年と比較し増加した。 

(件) 

(件) 

(件) 
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輪乗車中の割合が約８割を占めている。 

 ※ 幼児・・・０歳～５歳までの者をいう。 

 

 【参考④ 小学生の交通事故の状態別当事者数と人口の推移】 

人口は緩やかに減少しており，当事者数も減少傾向にある。状態別では二輪・四輪乗車

中の割合が６割弱，自転車の割合が２割を占めており，自転車の事故当事者数は，平成２９

年と比較して半減した。 
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【参考⑤ 中学生の交通事故の状態別当事者数と人口の推移】 

人口は横ばいであり，当事者数は平成２８年以降減少していたが，平成３０年は増加し

た。状態別では自転車の割合が６割半ばを占めている。 

 

 

 【参考⑥ 高校生の交通事故の状態別当事者数と人口の推移】 

人口は緩やかに増加しており，当事者数は横ばい傾向にある。状態別では，自転車乗車

中が８割強を占めている。 
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